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考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心 

 

「子
こ

どもの権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

」とは 
子
こ

どもの権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

（児
じ

童
どう

の権
けん

利
り

に関
かん

する条
じょう

約
やく

）は、世
せ

界
かい

中
じゅう

すべての子
こ

どもたちがもつ権
けん

利
り

を定
さだ

めた

条
じょう

約
やく

です。1989年 11月 20日、第
だい

44回
かい

国連
こくれん

総会
そうかい

において採択
さいたく

されました。 

 この条
じょう

約
やく

を守
まも

ることを約
やく

束
そく

した締
てい

約
やく

国
こく

・地
ち

域
いき

の数
かず

は 196。世
せ

界
かい

で最
もっと

も広
ひろ

く受
う

け入
い

れられている人
じん

権
けん

条
じょう

約
やく

です。日本
に ほ ん

は 1994年に批准
ひじゅん

（条約
じょうやく

に同意
ど う い

）しています。 

子
こ

どもの権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

は、子
こ

ども（18歳
さい

未
み

満
まん

の人
ひと

）が権
けん

利
り

をもつ主
しゅ

体
たい

であることを明
めい

確
かく

に示
しめ

しました。子
こ

どもがおとなと同
おな

じように、ひとりの人間
にんげん

としてもつ様々
さまざま

な権利
け ん り

を認
みと

めるとともに、成長
せいちょう

の過程
か て い

にあっ

て保
ほ

護
ご

や配
はい

慮
りょ

が必
ひつ

要
よう

な、子
こ

どもならではの権
けん

利
り

も定
さだ

めています。 

 条
じょう

約
やく

の採
さい

択
たく

は、世
せ

界
かい

中
じゅう

で、子
こ

どもたちの状
じょう

況
きょう

の改
かい

善
ぜん

につながってきました。 

 

「子
こ

どもの権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

」４つの原
げん

則
そく

 
 条
じょう

約
やく

の基
き

本
ほん

的
てき

な考
かんが

え方
かた

は、次
つぎ

の４つの原
げん

則
そく

で表
あらわ

されます。それぞれ、条
じょう

文
ぶん

に書
か

かれている権
けん

利
り

であ

るとともに、あらゆる子
こ

どもの権
けん

利
り

の実
じつ

現
げん

を考
かんが

える時
とき

に合
あ

わせて考
かんが

えることが大
たい

切
せつ

です。4 つの原
げん

則
そく

は、「こども基
き

本
ほん

法
ほう

」（2023年
ねん

4月
がつ

施
し

行
こう

）にも取
と

り入
い

れられています。 

 

差
さ

別
べつ

の禁
きん

止
し

（差
さ

別
べつ

のないこと） 

すべての子
こ

どもは、子
こ

ども自
じ

身
しん

や親
おや

の人
じん

種
しゅ

や国
こく

籍
せき

、性
せい

、意
い

見
けん

、障
しょう

がい、経
けい

済
ざい

状
じょう

況
きょう

などどんな理
り

由
ゆう

でも差
さ

別
べつ

されず、条
じょう

約
やく

の定
さだ

めるすべての権
けん

利
り

が保
ほ

障
しょう

されます。  

子
こ

どもの最
さい

善
ぜん

の利
り

益
えき

（子
こ

どもにとって最
もっと

もよいこと） 

子
こ

どもに関
かん

することが決
き

められ、行
おこな

われる時
とき

は、「その子
こ

どもにとって最
もっと

もよいことは何
なに

か」を第
だい

一
いち

に

考
かんが

えます。 

生
せい

命
めい

、生
せい

存
ぞん

及
およ

び発
はっ

達
たつ

に対
たい

する権
けん

利
り

 

（命
いのち

を守
まも

られ成
せい

長
ちょう

できること） 

すべての子
こ

どもの命
いのち

が守
まも

られ、もって生
う

まれた能
のう

力
りょく

を十
じゅう

分
ぶん

に伸
の

ばして成
せい

長
ちょう

できるよう、医
い

療
りょう

、教
きょう

育
いく

、

生
せい

活
かつ

への支
し

援
えん

などを受
う

けることが保
ほ

障
しょう

されます。 

子
こ

どもの意
い

見
けん

の尊
そん

重
ちょう

 

（意
い

見
けん

を表
ひょう

明
めい

し参
さん

加
か

できること） 

子
こ

どもは自
じ

分
ぶん

に関
かん

係
けい

のある事
こと

柄
がら

について自
じ

由
ゆう

に意
い

見
けん

を表
あらわ

すことができ、おとなはその意
い

見
けん

を子
こ

どもの

発
はっ

達
たつ

に応
おう

じて十
じゅう

分
ぶん

に考
こう

慮
りょ

します。 

「子
こ

どもの権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

」に定
さだ

められている権
けん

利
り

 
 子

こ

どもの権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

は前
ぜん

文
ぶん

と 54条
じょう

からなり、1～40条
じょう

に、生
い

きる権
けん

利
り

や成
せい

長
ちょう

する権
けん

利
り

、暴
ぼう

力
りょく

から守
まも

られる権
けん

利
り

、教
きょう

育
いく

を受
う

ける権
けん

利
り

、遊
あそ

ぶ権
けん

利
り

、参
さん

加
か

する権
けん

利
り

など、世
せ

界
かい

のどこで生
う

まれても子
こ

どもたちが

もっている、様
さま

々
ざま

な権
けん

利
り

が定
さだ

められています。また、難
なん

民
みん

や少
しょう

数
すう

民
みん

族
ぞく

の子
こ

ども、障
しょう

がいのある子
こ

どもな

ど、特
とく

に配
はい

慮
りょ

が必
ひつ

要
よう

な子
こ

どもの権
けん

利
り

についても書
か

かれています。 

条
じょう

約
やく

に書
か

かれている子
こ

どもの権
けん

利
り

を守
まも

るために国
くに

が法
ほう

律
りつ

を整
ととの

え政
せい

策
さく

を実
じっ

施
し

すること、また、子
こ

ども

の権
けん

利
り

が実
じつ

現
げん

するようにする責
せき

任
にん

はまず親
おや

（保
ほ

護
ご

者
しゃ

）にあることなども定
さだ

められています。 

条
じょう

約
やく

に定
さだ

められている権
けん

利
り

には、大
おお

きく分
わ

けると以
い

下
か

のようなものがあります。 

 

 

生
い

きる権
けん

利
り

 

住
す

む場
ば

所
しょ

や食
た

べ物
もの

があり、医
い

療
りょう

を受
う

けられるなどして、命
いのち

が守
まも

られる 

 

 

 

育
そだ

つ権
けん

利
り

 

勉
べん

強
きょう

したり遊
あそ

んだりして、もって生
う

まれた能
のう

力
りょく

を十
じゅう

分
ぶん

に伸
の

ばしながら成
せい

長
ちょう

で

きる 

 

 

 

守
まも

られ
れ

る権
けん

利
り

 

紛
ふん

争
そう

に巻
ま

きこまれず、難
なん

民
みん

になったら保
ほ

護
ご

され、暴
ぼう

力
りょく

や搾
さく

取
しゅ

、有
ゆう

害
がい

な労
ろう

働
どう

など

から守
まも

られる 

 

 

参
さん

加
か

する権
けん

利
り

 

自
じ

由
ゆう

に意
い

見
けん

を表
あらわ

したり、団
だん

体
たい

を作
つく

ったりできる 

 

 

 

 このように、子
こ

どもの人
じん

権
けん

は国
こく

際
さい

条
じょう

約
やく

によって守
まも

られています。2学
がっ

期
き

が始
はじ

まりましたが、もし困
こま

った

ことがあったら、おうちの方
かた

や友
とも

達
だち

、先
せん

生
せい

など、身
み

近
ぢか

な人
ひと

に相
そう

談
だん

してみてください。以
い

前
ぜん

お伝
つた

えした SOS

ミニレターを活
かつ

用
よう

するのもいいと思
おも

います。 

 

（ユニセフ HPより） 

人権教育だより 


